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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、5つのドーパミン受容体（D1～D5）のうち、D3サブタイプをコードしています。D3サブタイプ受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを阻害するGタンパク質によって制御されています。この受容体は、認知機能、感情機能、内分泌機能に関わる脳の辺縁系に局在しています。この遺伝子の遺伝的変異は、遺伝性本態性振戦1型（ETM1）の感受性と関連している可能性があります。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする転写産物バリアントが生成されますが、一部のバリアントはナンセンス変異誘発による崩壊（NMD）を受ける可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：DRD3の遺伝的変異は、遺伝性本態性振戦1型（ETM1）の感受性と関連している可能性があります[MIM:190300]。ETM1は最も一般的な運動障害です。主な症状は、腕の姿勢時振戦です。頭部、脚部、体幹、声帯、顎、顔面筋も影響を受ける可能性があります。この症状は、感情、空腹、疲労、極端な気温によって悪化し、機能障害や行動不能に至ることもあります。遺伝形式は常染色体優性です。,機能：ドーパミン受容体の5つのタイプ（D1～D5）のうちの1つです。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを阻害するGタンパク質によって制御されます。,オンライン情報：シンガポールヒト変異・多型データベース,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,サブユニット：CLIC6と相互作用します。,組織特異性：脳。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	D3DRポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。

